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flavone に よ る ラ ッ ト 肝薬物代謝酵素活性誘導効
果 の 小葉内差異. 第63回 日 本薬理学会総会， 1990， 
3 ， 東京.
4) 百瀬弥寿徳， 中西穎央 : モ ル モ ッ ト 心室筋単一
細 胞 の 膜電位 お よ び 膜 電 流 に 及 ぽ す OPC-8490
の 影響. 第63回 日 本薬理学会総会， 1990， 3 ， 東
京 .
5) 櫨 彰， 武田龍司， 古市 晋 : 炭酸 ガ ス 負荷
に よ る 延髄呼吸性ニ ュ ー ロ ン膜電位変化 と コ リ ン
作動性機序. 第67回 日 本生理学会大会， 1990， 4 ，  
宮崎.
6) Takeda R.， and Haji A. : Possible cholinergic 
mechanism in membrane potential response of 
bulbar respiratory neurons to carbon dioxide. 11th 
Internat. Congr. Pharmacol. 1990， 7， Amsterdam. 
7) Haji  A.， and Takeda R. Microiontophoresis of 
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